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※「分配金込基準価額」は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算しています。※基準価額の計算において、運用管理
費用（信託報酬）は控除しています。※当ファンドの信託報酬率は、ファンドの純資産総額の一定の増加により逓減する仕組みとなっており、当レポー
ト作成基準日現在、年率1.265%（消費税込）です。

※「基準価額」およびその「前月末比」は分配落後です。※「騰落率」は、基準日から過去に遡った期間です。税引前分配金を分配時にファンドへ再投
資したものとみなして計算しています。※分配金実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。※収益分配金は委託会社が
決定します。分配を行わない場合もあります。

月次レポート  作成基準日 2025年7月31日

コモンズ３０＋しずぎんファンド
追加型投信 / 内外 / 株式

基準価額の推移
2014年12月29日 ～ 2025年7月31日

(億円)(円)

純資産総額(右軸)
分配金込基準価額(左軸)
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運用実績
2014年12月29日 ～ 2025年7月31日

基準価額

23,732 円

(前月末比)

+288 円（1.23%）

純資産総額

18.7億円

(前月末比)

+0.7億円（4.17%）

騰落率(分配金込)

期間 騰落率

1ヵ月 1.23%

3ヵ月 10.15%

6ヵ月 6.28%

1年 2.09%

3年 44.77%

5年 93.70%

10年 113.01%

設定来 137.32%

分配金（1万口当たり、税引前）

決算期 分配金

2020年12月 0円

2021年12月 0円

2022年12月 0円

2023年12月 0円

2024年12月 0円

設定来合計 0円
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ポートフォリオの構成比

種別 比率
コモンズ30ファンドマザー 91.3

しずおかフィナンシャルグループ株式 8.2
現金等・その他 0.5

構成銘柄数 31社
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※「業種別構成比」「未来コンセプト別比率」「組入上位10銘柄」に関しては、マザーファンドについての記載になります。※各比率はマザーファンド
の純資産総額を100％として計算しております。四捨五入の関係で合計が100%にならない場合があります。※その他とは現金等を指します。
◎「未来コンセプト」とは、当ファンドが行っている業種分類です。以下のように10種類に分類を行っております。「資源・エネルギー」「新素材」
「精密テクノロジー」「ウェルネス」「生活ソリューション」「社会インフラ」「未来移動体」「快適空間」「地球開発」「ライフサイクル」

ポートフォリオの状況

組入上位10銘柄

  銘柄 未来コンセプト 銘柄概要 組入比率

業種別比率

機械 19.0%

電気機器 15.1%

化学 14.0%

卸売業 7.1%

サービス業 6.8%

小売業 6.6%

その他製品 5.9%

輸送用機器 5.0%

情報・通信業 4.9%

食料品 4.8%

金属製品 3.2%

医薬品 1.8%

その他 5.8%

未来コンセプト別比率

生活ソリューション 16.0%

ウェルネス 15.3%

精密テクノロジー 13.4%

新素材 10.2%

快適空間 9.3%

資源・エネルギー 7.1%

ライフサイクル 7.0%

地球開発 6.3%

未来移動体 5.0%

社会インフラ 4.7%

その他 5.8%

1 任天堂
生活ソリューショ

ン
娯楽を通じて人々を笑顔にする会社 4.9%

2 ＫＡＤＯＫＡＷＡ
生活ソリューショ

ン

IP創出力とIT技術力に支えられ、変化を恐れず挑戦し続

ける
4.9%

3 味の素 ウェルネス
「食と健康の課題解決企業」としての認知を広め、コー

ポレートブランド価値向上を目指す
4.8%

4 日立製作所 社会インフラ インフラとＩＴをつないで、社会課題を解決する 4.7%

5 ディスコ 精密テクノロジー
kiru、kezuru、migaku、世界を代表する精密加工装置

メーカー
4.2%

6 信越化学工業 新素材
戦略的なポジショニングに優れ、素材メーカー随一の収

益性
3.8%

7 東京エレクトロン 精密テクノロジー
創業時のエネルギーが脈々と続く「革新」を続けるグロ

ーバル企業
3.8%

8
セブン＆アイ・ホールディング

ス

生活ソリューショ

ン

変化への対応、基本の徹底という企業文化が浸透、さら

なる高みを目指す
3.8%

9 シスメックス ウェルネス
起源は音響機器、今は血球計数分野で世界Ｎｏ.1、成長

するグローバルニッチのリーダー
3.7%

10 三菱商事 資源・エネルギー 変化に強い組織力で、進化し続ける 3.7%
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組入比率と組入銘柄については、マザーファンドについての記載となります。

運用状況

◎運用レビュー
当月のファンドの月間リターンは1.23％の上昇となりました。

◎運用責任者メッセージ

7月の内外株式市場は、米国の関税政策の進展などから世界的な株高につながりました。米国S＆P500指数
やナスダック指数、ドイツDAX指数は史上最高値を更新しました。また、マイクロソフト、メタ、アップル
などが好決算を発表し、不透明な外部環境下でも業績の好調さが示されました。国内市場でも、相互関税の
合意や参議院選挙で与党が過半数割れとなるなどから積極財政機運も高まりTOPIX（東証株価指数）が史上
最高値を更新しました。

業種別では、東証33業種のうち非鉄金属、石油石炭、銀行業が騰落率上位、その他製品、小売業、情報通信
が下位となりました。

当マザーファンドは、月間で0.90％の上昇、投資先30銘柄中18銘柄が値上がり、12銘柄が値下りとなりま
した。同期間のTOPIX（東証株価指数；配当込）は＋3.17％の上昇、日経平均株価は＋1.44％の上昇とな
りました。当ファンドの株式の組入比率は、94.2％と前月比1.5％の上昇となりました。個別銘柄の月間騰
落率では、ＬＩＴＡＬＩＣＯ（＋12.73％）、日東電工（＋12.52％）、ホンダ（＋12.51％）が上位3銘
柄となりパフォーマンスをけん引しました。下位3銘柄は、セブン＆アイ・HD（▲14.03％）、任天堂（▲
8.57％）、信越化学工業（▲7.90％）でした。当月、上場来高値を更新した銘柄4銘柄、年初来高値を更新
した銘柄も10銘柄ありました。

市場は、米国の関税政策の進展が、経済データや企業業績に与える影響に関心は移っています。さらに、米
国の個人消費や雇用状況の停滞から9月の利下げ再開にも関心が高まってきました。外部環境も国内の政治情
勢も不透明な状況ですが、私たちは、個々の企業の状況を長期的な視点で把握し、丁寧な調査と運用を続け
て参ります。NISAの成長投資枠で購入できる国内アクティブファンドである当ファンドを引き続き、よろし
くお願い申し上げます。

最高運用責任者 伊井 哲朗

投資委員会メンバー

〇伊井哲朗、上野武昭、末山仁、原嶋亮介、古川輝之、奥祥子、金子敬行/〇は最高運用責任者

新規組入投資先

なし
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今月のピック！

■（3407）旭化成

旭化成が発表した2026年3月期第1四半期決算は、売上高が前年同期比0.3%増、営業利益が同7.6%増とい
う結果で、上期の業績予想も営業利益を950億円から1,050億円に上方修正しました。為替は前年同期より
も円高となりましたが想定していたほどではなく、今期より連結開始されたCalliditas社のIgA腎症治療薬
「Tarpeyo（タルペーヨ）」の販売が好調だったほか、国内住宅事業は堅調に推移し、AIサーバー向け等の
最先端半導体の需要の高まりを捉えた電子材料が売上を伸ばしていることが寄与しました。また、決算発表
と同日、車載用リチウムイオン電池（以下「LIB」）向けセパレータの米国におけるキャパシティ（生産供給
能力）の一部を、豊田通商株式会社の米国子会社に対して優先的に提供する契約の締結を発表しました。同
社は北米においてLIBセパレータ生産能力を増強する大きな投資を行っていますが、それに見合う需要が確保
できるのかという懸念があったことを鑑みると、一定の安心感を与える内容であると考えます。

シニア・アナリスト/ESGリーダー 原嶋 亮介

■（6146）ディスコ

ディスコの2026年3月期第1四半期（4～6月）決算は、前年同期比で増収増益となり、第1四半期として過
去最高の業績となりました。生成AI向け装置の出荷が引き続き高水準を維持し、四半期ベースでも過去最高
の出荷額となりました。売上総利益率はやや低下しましたが、主因は為替の影響とのことです。生成AI以外
の分野では、パワー半導体向けが想定以上に厳しい一方、OSAT（半導体製造後工程受託企業）向けは大きく
伸長しました。関税の影響は依然不透明ですが、米国向けは売上全体の約1割にとどまり、競合も少ないため
影響は限定的との見方です。第2四半期（7～9月）は売上高・営業利益ともに第1四半期並みを見込む一方
で、出荷額は1割強の減少予想です。これは生成AI向けの反動減や前倒し発注による一時的な調整とされ、第
2四半期は出荷の谷間になる見通しです。ただし、第3四半期には再び増加に転じると見られており、今後の
展開に期待が持たれます。生産現場は引き続き多忙であり、設備投資や人員強化による生産能力の拡充を継
続して進めていく方針です。

シニア・アナリスト 末山 仁

 

■（6988）日東電工

7月28日に2026年3月期第1四半期決算を発表し、売上収益、各段階利益において前年同期比減収減益とな
りました。為替の円高基調によるマイナス、一方で米国の関税政策による顧客の需要前倒しで数量面ではプ
ラス要因があります。当初より今期は数量減による業績への影響をネガティブに捉えていただけに、あしも
との需要を反映し上期の業績予想を売上収益、各段階利益ともに上方修正しました。また通期予想は不確実
性を反映し業績修正は行いませんでしたが、主要なIT機器の通期の生産（台数）計画が不変であることを考
慮すると、あしもとの業績予想はやや保守的に映ります。2030年のありたい姿として『なくてはならないE
SGトップ企業』を打ち出している同社です。その理想を実現すべくニッチトップ製品においては、環境負荷
低減の電機剥離という技術によってスマートフォンバッテリー交換用のテープで新市場を形成しました。今
後は採用顧客の拡がり、及び同技術の他用途展開にチャレンジしています。2026年に向けては同社製品の採
用期待が高まるラインナップが複数控えており、今後もその進展に期待しています。

アナリスト 古川 輝之
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企業との対話を大切に｜未来を描く力を投資の力で応援したい

【企業との対話を大切に】

コモンズ投信では、投資先企業にただ投資をするだけではなく、対話を重ねることによって、その企業の
「見えない価値」を見出し、長期的な成長を評価しています。

さらにその対話は投資先企業とコモンズ投信との対話にとどまらず、投資先企業とコモンズのお客さまが直
接対話することができる場の提供にも積極的に取り組んでいます。

投資をしていると、価格の上下に一喜一憂することがありますが、自分のお金がどんな企業のどんな事業に
使われていて、それが自分にとって・社会にとってどんないいことに繋がっているのか、対話を通してその
企業の持続的な成長に納得することができていれば、価格の変動には関わらず、「この会社を応援した
い！」と思って投資を長期目線で続けることができるのではないでしょうか。

皆さまの「ハラハラドキドキ」を「安心ワクワク」に変える、そんな投資先との対話イベントをご紹介しま
す。

2021年に100周年を迎えたコマツ。

次の100年を”新たな価値を創りつづける”を使命に、”人、社会、地球
が共に栄える未来を切り拓く”としています。

2025年度よりスタートした新中期経営計画「Driving value with a
mbition」では、同社のありたい姿として「安全で生産性の高いクリー
ンな現場を実現するソリューションパートナー」と再定義しました。

そこで、本セミナーでは、

「コマツと語る価値創造 〜変革の中期経営計画とその先の未来〜」と題し、コマツがこれから目指す姿につ
いて対話を通して紐解いていきます。
ぜひ、ご参加ください！

詳細・申込はこちら：
https://mf.commons30.jp/contents.php?c=info&id=i01k17vqt3ajfcmcsdza09p2mne&item

 

【未来を描く力を投資の力で応援したい】

こどもたちの絵が、未来を照らすきっかけになるかもしれません。
コモンズ投信は、「親から子、子から孫へ」と世代を超えて未来をつないでいく長期投資を大切にしてきま
した。
そして、こどもたちが自分の未来に希望を持ち、自分らしく歩んでいける社会こそ、私たちが投資を通じて
実現したい未来です。

「未来を描く力」を、投資の力で応援したいー第17回 夏休みこども絵
画コンクール 作品募集中！

このコンクールは、「描くこと」「表現すること」を通して、こどもた
ち自身が未来と出会う機会です。

こどもたちの夢を大人たちが応援していくことで、未来はきっともっと
明るくなる。

そんな思いをこめて、今年も皆さまからのご応募をお待ちしています。

詳しくはこちら！
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000069.000095994.html

マーケティング部  小暮 みなみ

https://mf.commons30.jp/contents.php?c=info&id=i01k17vqt3ajfcmcsdza09p2mne&item&_gl=1*y7tmtg*_gcl_au*MTA5OTQ0OTA5NS4xNzUyODE4ODQ5
https://mf.commons30.jp/contents.php?c=info&id=i01k17vqt3ajfcmcsdza09p2mne&item
https://report.robotfund.jp/pdf/www.commons30.jp/pdf/fund30/illust-chirashi25.pdf
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000069.000095994.html
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ちょっといい話

【地球は先祖から受け継いだものではない、子孫から借りたものだ】

この言葉は、「星の王子さま」で知られるフランス出身の作家、サン=テグジュペリのものです。

彼の作品には、自然と人間の関係や未来への責任を示唆するメッセージが多く込められています。その哲学
には「未来への責任」という強い意識が感じられます。
私たちコモンズ投信が長期投資を考えるうえで大切にしている「持続可能性」も、まさに同じ視点です。

さて、今年は戦後80年という節目の年です。こうした節目では、改めて「未来への責任」を考えさせられま
す。戦後80年という歴史は、私たちに「過去から学び、未来に何を残すのか」という問いを投げかけてきま
す。平和や豊かさは、先人たちの責任ある選択と努力によって築かれてきました。その恩恵を享受する私た
ちも、次の世代に何を引き継ぐのかを考える責任があります。

近年の猛暑に象徴される気候変動や資源の枯渇、社会の分断といった課題も、今を生きる私たちの選択によ
って、未来の姿が大きく変わります。だからこそ、「未来への責任」を意識した行動が求められると思いま
す。

投資においても、短期売買で利益を追うだけでは未来に価値を残すことはできません。長期的な視点で企業
や社会の持続可能性を支えることが、次の世代に誇れる資産を築くことにつながると、私たちは信じていま
す。目指すは経済的な豊かさと社会的な豊かさの両立です。

コモンズ投信は、創業以来「自分にも、社会にも、いい投資」を掲げ、30年先を見据えた長期的な視点で、
持続的に企業価値を高めていける企業への投資を行い、また、社会起業家への応援を続けてきました。
おかげさまで、これまで多くのお仲間（当社ではお客様のことをこう呼ばせていただいています）と共に、
その流れを育んでくることが出来ました。この流れをもっともっと大きくしていきたいです。

「地球は子孫から借りたもの」という言葉を胸に、私たち一人ひとりが、未来に何を返せるのかを考え、一
緒に行動していきましょう。
コモンズ投信は、これからも皆さまと共に、未来を育てるパートナーであり続けるように頑張ります。引き
続き、どうぞよろしくお願い申し上げます。

代表取締役社長兼最高運用責任者  伊井 哲朗
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販売会社名 登録番号

加入協会

日 本 証 券 業 協 会

一 般 社 団 法 人

日 本 投 資 顧 問 業

協 会

一 般 社 団 法 人

金 融 先 物 取 引 業

協 会

一 般 社 団 法 人

第 二 種 金 融 商 品

取 引 業 協 会

株式会社静岡銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第5号 〇 〇

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 〇 〇 〇 〇

静銀ティーエム証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第10号 〇

株式会社 SBI  新生銀行 (委託金融商品取引

業者 マネックス証券株式会社)

登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号
〇 〇

当ファンドは、NISA制度における「成長投資枠」の対象商品ですが、販売会社により取扱いが異なる場合があります。詳しくは、各販売会社にお問い合
わせください。

販売会社一覧
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基準価額の変動要因

当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資するため、その基準価額は変動します。したがって、お客さま（受益
者）の投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割込むことがありま
す。委託会社の運用により生じるこうした基準価額の変動による損益は、すべてお客さま（受益者）に帰属します。な
お、投資信託は預貯金と異なります。
お客さま（受益者）には、当ファンドの内容・リスクを十分にご理解のうえ、ご投資の判断をしていただくよう、よろ
しくお願い申し上げます。
なお、下記のリスクはすべてのリスクを網羅しているわけではありませんので、ご注意ください。

基準価額の変動要因となる主なリスク

株価変動リスク 当ファンドは実質的に国内外の株式を組入れるため、株価変動の影響を大きく受けます。一般に株
式の価格は、個々の企業の活動や業績、国内および国外の経済・政治情勢などの影響を受け変動し
ます。株式の価格が下落した場合には基準価額は下落し、投資元本を割込むことがあります。

流動性リスク 有価証券等を売却あるいは取得しようとする際に、市場に十分な需要や供給がない場合や取引規制
等により十分な流動性の下での取引が行えない、または取引が不可能となる場合が生じることを流
動性リスクといいます。この流動性リスクの存在により、組入銘柄を期待する価格で売却あるいは
取得できない可能性があり、この場合、不測の損失を被るリスクがあります。

為替変動およびカントリーリスク 外貨建資産を組入れた場合、当該通貨と円との為替変動の影響を受け、損失を生ずることがありま
す。また、当該国・地域の政治・経済情勢や株式を発行している企業の業績、市場の需給等、さま
ざまな要因を反映して、当ファンドの基準価額が大きく変動するリスクがあります。

投資者が直接的に負担する費用

購入時手数料 販売会社が、別途定める購入申込手数料を申し受ける場合があります。なお、販
売会社における購入申込手数料率は3.3％（消費税込）が上限となっております。

換金手数料 ありません。

運用管理費用（信託報酬） ファンドの純資産総額に年1.265％（消費税込）を上限とした率を乗じて得た額
とします。 信託報酬は、純資産総額の一定の増加により逓減する仕組みになって
います。

信託財産留保額 ありません。

その他の費用・手数料 当ファンドに組み入れる有価証券等を売買する際の売買委託手数料およびこれに
かかる消費税等相当額などの実費が投資信託財産より控除されます。また、目論
見書・運用報告書等作成費用、監査費用、信託事務に要する諸費用等として、純
資産総額に対して年0.11％(消費税込)を上限として投資信託財産より控除されま
す。上記の手数料(費用)等の合計額については、運用状況、保有機関等に応じて
異なりますので、上限額等を事前に示すことができません。

投資リスク

その他の留意点

収益分配金は、預貯金の利息とは異なります。収益分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの
収益の水準を示すものではありません。収益分配は、計算期間に生じた収益を超えて行われる場合がありま
す。投資者の購入価額によっては、収益分配金の一部または全部が、実質的な元本の一部払戻しに相当する
場合があります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も
同様です。収益分配の支払いは、信託財産から行われます。従って純資産額の減少、基準価額の下落要因に
なります。

ファンドの費用
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その他 商品分類 追加型投信/内外/株式

信託設定日 2014年12月29日

信託期間 無期限（ただし、ファンドの残存口数が10億口を下回った場合等には
信託期間の途中で信託を終了させることがあります。）

決算日 原則として毎年12月18日（休業日のときは、翌営業日を決算日としま
す。）

分配方針等 毎決算時に、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定しま
す。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがありま
す。当ファンドは分配金再投資専用です。 よって、分配金は税金が差
引かれた後、自動的に再投資されます。なお、収益の分配に充てなかっ
た利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

購入単位 販売会社によって異なります。詳しくは販売会社にお問合せください。

購入価額 購入申込日の翌営業日の基準価額

換金単位 販売会社によって異なります。詳しくは販売会社にお問合せください。

換金価額 換金申込日の翌営業日の基準価額

換金代金の支
払い開始日

換金申込日から起算して5営業日

申込締切時間 購入・換金ともに原則毎営業日の午後3時30分までです。 午後3時30
分を過ぎてのお申込みは、翌営業日のお申込みとして取扱います。

委託会社 コモンズ投信株式会社
〒107-0062 東京都港区南青山2-5-17　ポーラ青山ビル16階

・金融商品取引業者
・関東財務局長（金商）第2061号
・加入協会 一般社団法人投資信託協会

お問い合わせ先
■コールセンター（受付時間／平日 午前10時～午後4時）03-5860-5706
■ウェブサイト　https://www.commons30.jp/

R e l . 11242  2025 -08 -07  15 :25 :25  +0900

お申込みメモ

ご注意事項

本資料は、コモンズ投信が投資家の皆さまに情報提供を行なう目的で作成したものです。
ファンドの組入銘柄の参考情報を提供することを目的としており、特定銘柄の売買などの推奨、また価格などの上昇
や下落を示唆するものではありません。
このレポートは、信頼性が高いと判断された情報等に基づいて作成しておりますが、その正確性・完全性を保証する
ものではありません。記載された意見・見通し等は作成日時点のものであり、将来の株価等の動きやファンドの将来
の運用成果を保証するものではありません。また、将来予告なしに変更される場合もあります。
投資信託の取得を希望される方は、コモンズ投信または委託会社が指定した販売会社でお渡しする投資信託説明書
（交付目論見書）を必ずご確認のうえ、ご自身の判断でお申し込みください。

関係法人


